
６ 食育授業の実践 

（１）第１学年 学級活動「はなまるあさごはんをたべよう」  
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■食育授業の「さ」…さがす 
 毎朝全校で取り組んできた「朝ごはんチェック」  
や１学期に学習した「赤、黄、緑の食べ物パワーを 
さぐろう」、毎日の食育タイムで身に付けた知識等を 
もとに朝食について考えることを確認した。 
■食育授業の「し」…調べる・知る 

   栄養教諭から、朝食で「赤、黄、緑」をそろえる   
ことの大切さについての話を聞いた後、指導者が示 
した朝食の例をより良いものにしようと考えたり、 
「あさごはんえいようマップ」を活用しながら望ま 
しい朝ごはんメニューを考えたりした。 
■食育授業の「す」…ステップアップ 

   児童がそれぞれに考えた朝ごはんメニューについ  
てグループで意見を出し合い、栄養教諭から学んだ 
「赤、黄、緑」がそろった「はなまるあさごはん」 
になっているかどうかや、朝食の大切さについて考 
えを深めた。 
■食育授業の「せ」…生活にせまる 

   グループで意見を交換した後、自分たちで考えた  
朝ごはんメニューについて学級全体で話し合った。   
児童から出た３つの例をもとに栄養教諭から評価や  
アドバイスをもらい、それぞれが「はなまるあさご 
はん」となっていることを確認した。 
■食育授業の「そ」…育てる 

   学習したことを振り返るとともに、「明日の朝から  
自分にできることを考える」という目的で本時の学  
習のまとめを書いた。 

 
＜成果(○)及び課題(▲)＞ 

○  本時までに取り組んできた「朝ごはんチェック」 
や１学期に学習した「赤、黄、緑の食べ物パワーを  
さぐろう」の授業、毎日の食育タイムで身に付けた 
知識、学習前に行った「はなまるあさごはんチェッ  
ク」等をもとに、あらためて朝食の大切さについて 
考えさせたので、学習に臨む児童の意識が高まって  
いた。 

○  自分で考えたことをもとに、グループで話し合う 
ことで、気付きが増えたり、考えを深めたりするこ 
とができた。  

○  栄養教諭と共に授業を行うことで、発達段階に応 
じた食育に関する知識や技能を身に付けさせること 
ができた。  

▲  食に関しては、家庭（保護者）に依存するところが大きいので、連携をとりながら継続的 
な指導をする必要がある。 

 
し【担任が示した朝食献立を考える】 

 
す【朝食に「赤、黄、緑」をそろえること

の大切さについて学習する】 

 
せ【「あさごはんえいようマップ」を参考

にしながら、「はなまるあさごはん」

について考える】 

どれが「赤、黄、緑」かな。 

「赤、黄、緑」のそろった朝ごは

んは、「３つのスイッチ」をいれて

くれます。 

第１学年 学級活動 「はなまるあさごはん」をたべよう 授業の様子 
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（２）第２学年 生活科「めざせ！野さいはかせ」 
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■食育授業の「さ」…さがす 

 夏野菜と冬野菜を育ててきた経験や食育タイムで 
身に付けた知識を振り返り、野菜について「食べる

部分」と「育つ場所」の２つの視点でそれぞれの特

徴を確認し、夏野菜と冬野菜という大きなまとまり

での特徴にも目を向けていった。 
■食育授業の「し」…調べる・知る 

 野菜一つ一つの特徴や栄養教諭からの野菜の栄養

の働きの話をもとに、夏野菜と冬野菜を比較し、そ

れぞれの違いについて考えた。まず、一人で気付い

たことをまとめ、次に黒板に掲示してある資料等を

指示しながら４人グループで考えを出し合い気付き

を深めていった。 
■食育授業の「す」…ステップアップ 
 栄養教諭から育ててきた野菜の栄養の働きについ

ての話を聞き、夏野菜と冬野菜の特徴について考え

を深めた。 
■食育授業の「せ」…生活にせまる 
 夏野菜と冬野菜の特徴を全体で出し合った後、栄

養教諭の話から夏に夏野菜、冬に冬野菜が使われて

いる給食の献立を聞き、旬の野菜が使われている給

食のよさや野菜の美味しい食べ方について知った。 
■食育授業の「そ」…育てる 
 学習して分かったことを学習シートにまとめる場

面で、「お家の人に伝えよう」という目的で本時の学

習のまとめを書いた。 
 

＜成果（○）及び課題（▲）＞ 

○  資料をもとにグループで話し合うことで、気付 
きが増えたり、考えを深めたりすることができた。 

○  冬野菜と夏野菜の特徴を考える視点の一つに 
 栄養教諭からの栄養の話を入れたことで、夏野菜 
 と冬野菜を旬に食べることのよさについて気付か  
せることができた。 

○  育ててきた野菜が給食でどのように使われて 
いるかを知ったことで、冬野菜の収穫や給食、家 
庭での料理についての関心を高めることができた。 

○  栄養教諭がT2として専門性を発揮し、共に授 
業を行ったことで、ＩＣＴ等による資料提示や板  
書、個への支援においてスムーズに授業を進める  
ことができた。 

▲  夏野菜と冬野菜の特徴を一人で考える場面、グループでの話し合いの場面でも個人差が大 
きかったため、全体発表の場でより丁寧に押さえる必要があった。また、学びを家庭へとつ 
なげていく工夫をさらに行っていく必要がある。 

 
し【写真や図をもとに、気づきを深める】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す 【栄養教諭の話でステップアップ】 
 

せ【全体発表で、夏やさいと冬やさいの     

特徴を区別してまとめる】 

夏の野菜は、茎で育つものが多く
て、冬の野菜は、土の中で育つもの
が多いね。 

第２学年 生活科 「めざせ！野さいはかせ」授業の様子 

野菜には、それぞれに色々な栄養

の働きがあるんだね。  

−24−


